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ご挨拶
私は、国際目標である「SDGｓ」持続可能な
開発目標の基本理念である「誰ひとり取り残さない」を
基盤に政策・施策を進めています。

そこで、６月から７月にかけて行われた第２回定例会では、
SDGｓを基に子育て先進区を標榜する
「中野区の子育ての考え方」を問い質しました。

看護師さんからのご相談を受け、低体重・低身長出生児の
母子手帳に成長記録が出来るリトルベビーハンドブックの
作成と活用、母子支援を充実すべき。

また、区内に未だ出来ない新たな重度心身障害者の施設、
緊急一時入所やグループホーム入所を待つご家族の中に
「9060」、親が90歳でお子さんが60歳となる方がいます。
懸命に介護をされるご様子やご相談をお聞きした上で、
施設の整備を早期に実現すべきなどと問いました。

私は、地域の皆さまの小さな声にとことん寄り添うことが、
地域で多様な人が安心して、住み続けることのできる
「中野のまちづくり」でもあると考えます。

今後も、まちのお声を中野区政の政策・施策に
つなげて参ります。

山手通り 宮前交差点付近から中野坂上を望む
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今後も地域開放型学校図書館を整備せよ
　　　区は、新築３校の地域開放型学校図書館の
検証で、子どもや子育て世代、地域住民から好評で
ある結果がでているにもかかわらず、「構造改革実行
プログラムにおいて今後検討する」とした。
今年４月に新校舎へ移転した令和小学校は、地域開放
型学校図書館を開設する前提で、図書室や開放のため
の外部からの出入口などを整備したにも関わらず、
区の急な方針変更のため、利用されていない。開放を
楽しみしていた地域住民の方から、落胆のお声を聞き
した。
この開放事業を、今後、開設しなければ、地域によって
格差が生じると考えるが、どうか。
　　　今年度から夏休み期間中も全ての区立小・中学
校に図書館指導員を配置し、児童生徒への開放を行い、
地域格差の解消を図っていく。
　　　＜単なる学校の図書館とは異なる「地域開放型
学校図書館」について、答弁が無い＞

小林

小林

　　　地域開放型学校図書館は、地域の方々、移動
が困難な高齢者や障害者などの居場所と、子供たちや
乳幼児親子の読書の場、小中学生の学習スペースなど
重要な場所となっている。子育て先進区を標ぼうするの
であれば、今後も計画どおり整備すべきと考えるが、
どうか。
　　　区民、関係各団体の代表者等をメンバーとする
検討会を組織して検討していく予定。その検討の中で
整備の方向性を明確にしていく。
　　　＜子どもや子育て世代、地域住民から好評であ
るにも関わらず、そのお声を無視した答弁だ＞
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区長

区長今後の地域包括支援センターについて
　　　区内の地域包括支援センターは、１つのすこやか
福祉センター圏域に２か所、計８カ所で区の委託事業を
行っている。
運営する常勤職員は、保健師、社会福祉士、主任介護
支援専門員の３職種、４人。中野区内の高齢者人口は、
約６万８千人。職員１人当たり、約2，000人を担当する
ことになります。
現在の職員数では今後の高齢者人口の増加、複雑化
していく支援体制は不十分と考える。
今後、高齢化が進み、自宅から近い場所で充実した
支援体制が整うよう、また、区アウトリーチ推進担当職員
や中野区社会福祉協議会の地域担当との連携がしや
すくなるよう、区民活動センター圏域ごとに１か所程度
設けるなど、区割りの偏在、委託仕様などを見直して
はどうか。

　　　９カ所目の地域包括支援センターの整備にあわせ、
高齢者人口の推移や地理的条件等も踏まえ、担当区域
の見直しを行うとともに、職員など仕様内容を見直す
など、改善の検討を進める。
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＜包括支援センター地図＞ 中野区資料より転記

　　　＜子育ての団体のお声とは違い、卒業の無い障害
者のお声にじっくりと耳を傾ける姿勢、「誰ひとり取り
残さない」と言いながら、心に寄り添った答弁が無い＞

　　　SDGｓで最終目標とする「誰一人取り残さない」を、
区長は言葉では謳うものの、羅列するものの、区政課題
に対し答えはなく、スピード感もない。SDGｓは、「誰も置き
去りにせず、だれもが幸せを享受できる社会」が精神
のはず。
進まない整備計画を、場所、規模、建物の複合化、充実
した緊急一時をはじめ、短期入所、長期入所、より多くの
補助金活用など、一刻も早く利用出来るために、ゼロ
から見直すことも考えてはどうか。
　　　江古田３丁目区有地で、調整、整備を進めていく。
将来のニーズを踏まえ、重度障害者が利用できる通
所施設や短期入所、グループホーム等の整備・誘導につ
いても検討を行う。
　　　＜工夫を重ね、早急に整備に着手するとの決意が
語られない＞

　　　区内で満期に満たない、2,500ｇ未満、中には500ｇ、
600ｇの低体重児、身長も25㎝から40㎝に満たない低身長児
の出産がある。区にはこうした母子のケアがなく、看護師さんから
体制が不十分で、その対応のご要望を頂いた。
医療、看護、助産、低体重児などの出産を経験された父母などが
一緒になり、低体重児などの母子に寄り添った支援体制を作り、
支援を行ってはどうか。
　　　成長や子育てに共感できる保護者同士の仲間づくり等、
孤立感の解消につながるような支援を行う。
　　　現在の母子手帳は、「2,500ｇ未満の低体重児、身長も
40㎝以下の低身長児のお子さんの記録を記載するページが
なく、我が子の成長を実感できない」と、胸を熱くする思いを
聞いた。
低体重出生児に母子手帳にリトル
ベビーの成長記録が出来る、心に
寄り添ったリトルベビーハンドブック
を作成し、活用を図ってはどうか。
　　　保護者の育児支援の充実を
図るため、実態に合わせたハンド
ブックを検討していく。

私は、SDGｓ・持続可能な開発目標の基本理念である「誰ひとり
取り残さない」を基に政策・施策を進めている。そこで、子育て
先進区を標ぼうする「中野の子育ての考え方」をお聞きする。

　　　桃園地区町連は、町内での見守り支えあい活動、
サロン活動などを更に充実させ、区をはじめ中野区社会
福祉協議会、地域包括支援センター、
民生委員との連携強化を図っている。
今年３月末、「支えあいネットワーク」を
発展させ「みま～も桃園」として発足。
外出先での緊急搬送や、認知症等による徘徊中の保護の
際に、消防隊や警察が、迅速に身元確認が出来るよう、
個人の情報が入ったＱＲコード付き「お出かけ安心キーホル
ダー」を個人の申し出により作成するサービスを開始した。
区は、外出時、屋外ではバックや財布などに着ける「お出
かけ安心キーホルダー」と、居宅時、家の
冷蔵庫の中にある「緊急連絡カード」とを
連動した仕組みを作ってはどうか。
　　　緊急連絡カードなど、既存の高齢
者見守り支援にあわせ、「お出かけ安心
キーホルダー」などの見守りツールを
活用した高齢者の見守り支援の充実を
はかりたい。

　　　重度障害者のグループホーム整備事業募集を、
2016年から昨年2021年までに４回行ったが、全て不調
に終わり、未だ整備に至っていない。
区長は「9060」をご存じか。
区内の知的障害のお子さんをお持ちで施設入所を待つ
ご家族の中には、9060、親が90歳、子が60歳と、ともに
高齢だ。
重度障害を持つお子さんを介護しているお宅を訪問し、
何十年もの間、日々壮絶な生活をされている実態と、滞っ
ている重度心身障害者支援施設の完成・入居への思いを、
長時間に渡って見、聞きさせて頂いた。
皆さん、「食事はもとより、寝ることも、入浴もゆっくりでき
ない。ご自身の病院通いも出来ず、お子さんの行動に少し
も目を離すことが出来ない、常に緊張の連続で。安心して
落ち着いた生活の時間がない」。
「私が倒れたら、この子はどうなってしまうのか。この子は
生きる権利があるが、支える私がもう限界」と。
日々の悲痛な介護は想像以上で、特に、母親お一人の
ご家庭での、ご苦労と心労は計り知れない。
区長は重度心身障害者のご家庭に足を運んだことが
あるのか。訪問し実態をよく見、聞きすべき。子育ては、
乳幼児、健常児だけではない。高齢になっても知的障害者
のお子さんをお持ちのご家庭のお声を、しっかり、じっくり
と聞くべき、どうか。
　　　障害者施設が実施するイベントに参加して様子や
声を聞いた。現場や当事者の声を聞き、施策につなげて
いきたい。

１.子育て支援について 
　１）低体重児等の支援とリトルベビーハンドブック
　　の作成・活用について

　２）妊婦検診について

　３）子ども包括ケア体制について

　４）公平な恩恵を受けない子育て世帯への
　　支援について

２.障害者（児）支援について
　１）ご家族に寄り添った重度心身障害者支援
　　と施設計画について

　２）介護保険特別給付、重度障害者（児）
　　訪問理美容サービスの拡充について

３.地域支えあい・高齢者支援について
　１）緊急連絡カードを活用したお出かけ安心
　　キーホルダーの作成について

　２）今後の地域包括支援センターについて

４.学校教育施設について
　１）平和の森小学校移転計画と
　　旧中野刑務所表門移設計画について

　２）今後の地域開放型学校図書館について

５.その他
　１）ふるさと納税返礼品について

一般質問項目

令和4年第2回定例会
一般質問
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「緊急連絡カード」と連動した
「お出かけ安心キーホルダー」の作成支援せよ

低体重児等の支援とリトルベビーハンドブックの
作成・活用をはかれ ご家族に寄り添った重度心身障害者支援と

施設計画を早急に行うべき
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子ども包括ケア体制を確立するため
組織改革と人材確保を

　　　子どもや家庭の施策をマネジメントのできる支援
員・支援拠点が必要と考える。
課題を抱えている家庭や子どもに対する支援が不足し、
子からその子へと環境・課題・虐待が連鎖している。ヤング
ケアラー等の課題を抱える学生なども増えている。
行政の課題として、虐待要因は複合的なため、保健、
福祉、単独での対応では不十分で、母子保健と児童
福祉との一体的対応が必要とされている。
区は子どもの施策が、子ども教育部と地域支えあい推進
部の２つの部にまたがる子育て支援を、一元的にコーディ
ネートし、要支援者を予防の段階から包括的にケアの
できる体制の確立と、組織改革と人材の確保に努める
べきと考えるが、どうか。
　　　基幹型すこやか福祉センターの組織・体制の検討。
子ども子育て家庭にたいするアウトリーチ機能を強化する
ため、人材育成、確保に取り組む。
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